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１１．．巻巻頭頭言言・・感感謝謝のの辞辞  
明海大学 学長 中嶌 裕 

本日は、2025 年「大学と地域連携の未来」シンポジウムにご参加いただき有難うございま

す。本シンポジウムは、地域学校教育センターの活動の一環として 2017 年より開始され、

今年で第９回目となります。 

このシンポジウムでは、明海大学の地域連携活動を教育関係者や地域の皆様にご紹介する

とともに、学生による発表や参加を促すことで、将来、教員としての資質・能力の育成を図

ることをねらいとしております。今回は、現在、国を挙げて取り組んでおります「こどもま

んなか社会」をテーマに、その中で「こどもまんなか社会へ 大学と地域がつなぐ未来の絆」

を取り上げることとしました。 

ご存知のように、現在、社会状況のみならず様々な課題が学校や子供たちを取り巻いてお

ります。このような状況を踏まえ、解決に向けてシンポジウムを機に大学としての在り方あ

るいはその方向性について、教育関係者や地域の皆様とともに考える場といたしたいと存じ

ます。 

今回、基調講演には、国連子どもの権利委員会委員であります弁護士の大谷美紀子先生に

ご講演をお願いしております。先生におかれましては、大変ご多忙の中、本日は海外からオ

ンラインでのご講演をいただくことになっております。さらに今回のシンポジウムでは、本

学学生や教職員等が実施した小中高等学校における支援や実践について、学生の発表を核に

しながら紹介させていただきます。 

学生の活動の幅が大学内にとどまらず、地域や学校など、大学の外で様々な体験・経験を

得る機会となっており、学生自身の成長や将来展望について考える非常に貴重な機会になる

と考えております。本学の学生がこのように様々な場所でお世話になり、学修の機会をいた

だいていることに対しまして大学側として心から感謝申し上げます。 

さらに後半のパネルディスカッションでは、教育連携をしております東京都立南葛飾高等

学校の伊達﨑広校長先生、足立区教育委員会学力定着推進課の川瀬穣統括指導主事様にご登

壇いただくほか、昨年４月より開校いたしました不登校対応の私立中学校・東京みらい中学

校の定野司校長先生にもパネリストとして参加をお願いしております。 

最後になりますが、本日はご多用にも関わらず、教育連携を締結しております東京都足立

区教育委員会教育長の中村明慶様、千葉県浦安市教育委員会教育長の船橋紀美江様にご挨拶

を頂戴することに厚く御礼申し上げます。 

本シンポジウムが新たな時代における小中高等学校・大学教育の発展に寄与し、地域連携

の未来をさらに広げてくれることを期待して、ご挨拶とさせていただきます。 

2025 年２月８日
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２２．．当当日日ののププロロググララムム  
1 シンポジウムタイトル： 

2025 明海大学「大学と地域連携の未来」シンポジウム 
こどもまんなか社会へ 大学と地域がつなぐ未来の絆 

2 開催日時、会場（※対面とオンラインのハイブリッド開催）： 
【開催日時】2025 年２月８日（土）12：30～16：40（受付開始：12：00） 
【会場】 2206 大講義室 

3 タイムスケジュール 
時時間間  内内容容  
1122：：3300  司会：吉野 青空 （明海大学外国語学部日本語学科４年） 

 磯崎 陽翔 （明海大学外国語学部日本語学科４年） 
 鈴木 凜果 （明海大学外国語学部日本語学科４年） 

【【開開会会式式】】  

【【学学長長挨挨拶拶】】  

  中嶌 裕（明海大学 学長）  

【【足足立立区区教教育育委委員員会会  教教育育長長  挨挨拶拶】】 

 中村 明慶 

【【浦浦安安市市教教育育委委員員会会  教教育育長長  挨挨拶拶】】※ビデオメッセージ 

 船橋 紀美江 

1122：：4400  【【基基調調講講演演】】「「ここどどもも大大綱綱」」がが目目指指すす「「ここどどももままんんななかか社社会会」」のの実実現現にに向向けけてて  
   大谷 美紀子 弁護士／国連子どもの権利委員 ※リモートでの講演 

1133：：4400  休休憩憩  

  

学学生生発発表表  
1133：：5500  【【ググルルーーププ AA】】  大大学学生生にによよるる日日本本語語指指導導支支援援  

チン ヴァン コン （大学院応用言語学研究科 博士前期課程１年） 
紀 美             （大学院応用言語学研究科 博士前期課程１年） 
姜 チョウ健       （大学院応用言語学研究科 博士前期課程１年） 

【【ググルルーーププ BB】】  留留学学生生等等にによよるる児児童童・・生生徒徒ととのの交交流流  
布施 名菜／冨樫 美智雄／大野 杏里／中川 なさり／ 
クエンカ ダイアン ニコル バレンシア   （外国語学部英米語学科４年） 
大沢 和心   （外国語学部英米語学科３年） 
大塚 翼夢   （外国語学部英米語学科２年） 

 

【【ググルルーーププ CC】】 大大学学生生にによよるる学学習習支支援援  
森岡 凜／仲田 未羽／高木 由紀／小川 翔太郎／吉澤 阿門 
                                                 （外国語学部英米語学科４年） 
花澤 真彩／霜方 柚奈／知念 咲花／大場 伊織   （外国語学部英米語学科３年） 
三島 茉姫／江尻 智佳／比嘉 彩夏   （外国語学部日本語学科３年） 

1155：：2255 休休憩憩 
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時時間間 内内容容  
1155：：3300  【【パパネネルルデディィススカカッッシショョンン】】  

ここどどももままんんななかか社社会会へへ  大大学学とと地地域域ががつつななぐぐ未未来来のの絆絆  

パパネネリリスストト 

定野  司 （東京みらい中学校 校長） 

川瀬  穣 （東京都足立区教育委員会 統括指導主事）  

伊達﨑 広 （東京都立南葛飾高等学校 校長） 

池内 夏美 （明海大学外国語学部英米語学科４年）  

安田 結貴 （明海大学外国語学部英米語学科４年） 

ココーーデディィネネーータターー 

山本 聖志 （明海大学地域学校教育センター 教授） 
1166：：3355  【【閉閉会会式式】】  

【【閉閉会会挨挨拶拶】】 

藤井 大輔（明海大学教職課程センター・地域学校教育センター センター長） 

  
３３．．参参加加状状況況  
教員（小学校・中学校・高等学校・大学等） 23 

教育委員会 22 

学生・大学院生 124 

地域住民 2 

マスコミ 0 

その他 9 

計計  118800  
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４４．．基基 調調 講講 演演  

「「 ここどどもも 大大綱綱」」 がが目目指指 すす   
「「 ここどどもも ままんんなな かか社社会会 」」のの実実 現現にに向向 けけてて   

大谷 美紀子（弁護士／国連子どもの権利委員） 
 ※リモートでの講演 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
 
 
 
  
  記記録録のの詳詳細細ににつついいててははここちちららををごご覧覧くくだだささいい⇒⇒  
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――  講講演演内内容容（（発発言言のの趣趣旨旨をを踏踏ままええたた要要約約版版））  

 ははじじめめにに  
皆さん、こんにちは。ただいま御紹介に与りまし

た大谷です。本日は、スイスのジュネーブから、子

どもを真ん中に据えた社会のあり方についてお話

しする。私は国連子どもの権利委員会の委員とし

て活動しており、この委員会の役割とともに、日

本における子どもの権利の現状についても説明し

たい。 
子どもの権利条約について、日本では認知度が低

く、詳細を知る人も少ない。条約は国連が制定し

たものである。国連は国際連合のことだが、その

前身に国際連盟があった。国際連合は、第一次世

界大戦が終わった後に、またこのような大戦が起

きないようにしよう、起きた時にちゃんと武力や

戦争ではなく解決できるようにしよう、というこ

とでできた国際機関である。1924 年に、国連の前

身である国際連盟がジュネーブ宣言を定めた。こ

れは戦争孤児や貧困に苦しむ子どもを守るために

国際連盟が採択したものだった。100 年前のこと

である。 
しかし、国際連盟は第二次世界大戦を防げず、

1945 年に国際連合が発足した。戦争をなくし、人

権を守ることが目的とされ、今年で 80 年になる。

国際連盟は紛争が起きたら調整して紛争を解決す

る、武力が使われないようにする、という目的を

もつが、国際連合は、紛争が起きないようにする

ために、国と国同士がぶつかったときに仲裁に入

ったり、安全保障理事会が決議したりするのでは

遅いので、第二次世界大戦時にドイツや日本がも

っていたような優越思想をなくす、人間の間での

差別をなくす、そして一人一人の人権が守られる

ような社会を築いていかなければならない、とい

うことを掲げた。 
もう一つは国の間の格差の問題。今でも豊かな国

とそうでない国がある。社会的なインフラが進ん

でいれば、例えば子どもたちはほぼ 100％学校に

行けるが、そうでない国もある。やはり経済的・社

会的な格差が世界で緊張関係を生み、戦争につな

がる恐れがある。そこで、最終的には平和を目指

すが、国連は「開発」という目的を掲げた。平和の

ために人権が守られるようにする、世界中の貧困

をなくして格差をなくしていく「開発」を目的と

した。実際には、世界中のどこで生まれてもどん

な人でも同じように人権が守られるということを

目指した。国連は、それを世界中で合意する「世界

人権宣言」を作った。 
この「世界人権宣言」ができた後、国が法律的に

守らなければならない条約を作っていくが、その

一つが「子どもの権利条約」で、1989 年 11 月 20
日、国連総会で採択された。国連は人類の議会と

言われるが、本当の意味での法律を作る国会では

ないので、国連総会で条約を作っても、それを批

准するかどうかは国が決めるものである。批准し

た国は法的に条約を守らなければならないが、批

准しなかった国にとってはそのような法的拘束力

がない。多くの国が、この「子どもの権利条約」を

次々に批准した。国連が作った条約の中でも珍し

く、現在、アメリカを除く世界のすべての国が批

准している。世界中の人たちが子どもを守ること、

子どもの権利を守らなければならないということ

に、多くの国々が賛成した。 
日本は 1994 年に批准した。日本の批准はかなり

遅く、条約ができてから約４年半かかり、世界で

158 番目だった。 
なぜ遅かったのか。日本では、この条約が武力紛

争や感染病で子どもの死亡率が高い貧しい国のた

めのものだという受け止め方があった。また、当

時の日本の学校では非常に教育現場が荒れていて、

条約を批准したら、子どもたちがさらにわがまま

になり、自己主張が強くなって、教員がもっと困

るのではないか、という懸念があった。この条約

がどういうものかは、外務省や日本ユニセフ協会

のホームページなどでもみられるが、今日はポイ

ントをお話する。日本では子ども政策が少子化対

策に偏り、個々の権利保障への意識が薄い。条約

の本質を理解し、子どもたちが健全に成長できる

環境を整備することが求められる。 
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 子子どどもものの権権利利条条約約ととそそのの意意義義  
国連子どもの権利委員会は、1989 年に採択され

た子どもの権利条約に基づいて各国の取り組みを

監視し、勧告を行っている。子どもの権利条約は、

子どもを一人の人間として尊重し、彼らの意見を

社会に反映することを目的としている。 
条約の前身には 1924 年のジュネーブ宣言や

1959 年の国連子どもの権利宣言があるが、これら

は子どもを「保護すべき存在」として捉えていた。 
子どもは弱い存在で、未熟で未発達で、大人が守

らなければならない存在である。だから子どもは

大人の言うことを聞かなくてはいけない、つまり

大人が子どもに対して責任を負っているのだから、

何が一番いいか考え、決めるのは大人だ、という

ことにつながった。1989 年までは世界中でこのよ

うな考え方が主流だった。 
ところが、10 年以上かけて、国連で国々が集ま

り、NGO からも色々な意見が出て議論する中、子

どもについての考え方が大きく変わった。確かに

子どもは未熟で、特に乳幼児は一人で自分の命も

守れない、大人がしっかりと守らなければいけな

い。だから「子どもが身体的にも精神的にも未熟

である」ということは事実である。 
しかし、子どもも 18 歳まで日々成長している。

未熟、未発達と言っても年齢や発達状態によって

違う。子どもが未熟で未発達だから大人が守らな

ければいけないという大人の責任の話とは別に、

人間と言う観点では、子どもも大人も同じで、同

じ価値をもっている。そこが、子ども権利条約の

一番大事なことである。 
この条約は、子どもを、権利をもつ主体として位

置付けた点が画期的である。 
この条約は人権のことについて書かれている。子

どものための人権条約である。子どもが一人の人

間として、大人と同じ価値をもっている人間だか

ら人権がある、その意味では子どもも大人も変わ

らない、ということである。 
条約の採択以降、各国はそれを国内法に取り入れ

る努力を進めてきた。日本も 1994 年に批准し、子

どもの権利を保護するためのさまざまな施策を実

施してきた。 
しかし、子どもの権利条約の理念が十分に浸透し

ているとは言えず、多くの人がその具体的な内容

を知らないのが現状である。 

 日日本本のの取取りり組組みみとと課課題題  
日本では、子どもの権利条約を 1989 年に批准し

て以降、私が関わっている子どもの権利委員会か

ら４回審査を受けた。最近では 2019 年に審査を

受けている。その間にも色々な勧告を受けて、色々

な面が進んできたが、何回もの勧告にも関わらず、

その中のいくつかは実現しなかった。その一つが、

子どもに関する総合的な法律を作るように、とい

う勧告である。条約は守っている、民法や少年法、

学校教育法、児童虐待防止法、児童福祉法でも条

約に書いてあることは色々な法律で守っている、

というのが日本の立場だった。しかし、委員会は

長年にわたり「子どもに関する総合法を作るよう

に」勧告した。その結果できたのが「こども基本

法」であり「こども大綱」である。「こども基本法」

は、子どもの権利を包括的に保障することを目的

とした法律であり、教育、福祉、健康など幅広い分

野にわたる。この法律に基づき策定された「こど

も大綱」では、具体的な施策が定められ、子どもを

社会の中心に据えるための方針が示されている。

しかし、法律の制定だけでは十分ではない。社会

全体が子どもを一人の人格として尊重し、彼らの

意見を聞く文化を醸成する必要がある。特に、子

どもの意見を聞き、それを政策や教育現場に反映

させる仕組みの整備が求められる。 

 「「ここどどもも基基本本法法」」のの重重要要性性  
先述した子どもの権利条約の考え方は、子どもは

未熟かもしれないが、一人の人格をもった人間と

しての尊厳ある存在として接しなくてはいけない、

子どもに関することを決める時には子どもの最善

の利益を一番大事にしなければならない、という

ものである。最終的に大人が決めるにしても、子

どもにとって何が一番いいかを考えなければいけ

ない。子どもに聞かなくてはいけない。子どもに

聞く、と言っても、子どもが言った通りに決める

という意味ではない。自己決定権ではなく、意見

表明権である。意見というのも広い意味で、子ど

もが考えていること、望んでいること、感じてい

ることである。年齢がかなり低い子どもも含めて、

子どもの受け止め方なども聞き出して、それらを

含めて子どもにとって何が一番いいかということ

を決めなければならない。また、子どもは０歳か

ら 18 歳まで、様々な子どもがいる。権利条約では、
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多様な子どもたちの間に差別があってはならない、

ということが柱になっている。子どもは発達し、

18 年間で人生の基盤を作っている。この間に子ど

もたちが作った土台が将来、その子どもの人間関

係や能力の発揮など、色々なことの土台になる。

18 年間に身体的にも精神的にも子どもが発達す

るということは、18 年間がとても重大だというこ

とである。こうしたことは、民法や児童福祉法や

学校教育法に書いてあるが、子どもの権利条約が

できて、子どもに関してはこの考え方でいかなけ

ればならない、と決めたことは、これらのパッチ

ワークの法律ではなかなか浸透しない。そのため

に、子どもの権利委員会は、総合法が必要だ、と勧

告してきた。子どもの最善の利益、子どもの意見

表明権、子どもが意見を聞かれる権利、差別をし

ない、発達が重要である、そうした考え方を踏ま

えて、子どもに関することはすべてに行きわたる

ように、という意味で、総合法が必要である、と子

どもの権利委員会は言ってきた。 

 ここどどももままんん中中社社会会のの実実現現にに向向けけてて  
子どもは今、世界人口の３分の１未満を占める。

我々は元々は子どもで、皆子ども時代を通ってき

ているが、人生の土台を作る 18 年間はとても大事

な時期である。それでも子どもたちには選挙権が

ない国がほとんどである。条約ができて 35 年経っ

たが、やはり子どもはまだ一人前でないから、子

どもの意見は聞かなくていい、とどこかで思って

いる。そうではない。国連は、世界中の人たちにと

って平和、人権、開発の実現と貧困をなくすため

に動いている。そこに、子どもたちが置かれてい

る立場や現実、直面している課題、子供たちの声

といったものをきちんと取り入れて反映させてい

かなければならない。どんな政策も結局は子ども

に影響がある、という観点から物事を決めていか

なければならない。今、日本でキーワードになっ

ている「こどもまんなか社会」は、国連が言う、 
「 子 ど も の 権 利 の 主 流 化 （ Child Rights 
Mainstreaming）」と同じ考え方であると思うし、

同じ考え方にしていかなければいけないと考える。

この社会を形成している重要な人たちの中に子ど

もという集団がいる。この子どもが大人になって

社会を形成していく。子どもたちは今を生きてい

て、将来の社会を作る。18 年経てば大人として社

会の位置に立つのであるから、この 18 年がどうい

うものであるか、子どもたちがどのように扱われ

るかが、社会形成にとってとても重要である。 
子どもは一人の人格をもった人間である、尊厳

をもっている人間である、そういう意味では我々

と対等である、人間として対等であると、一人一

人が思えることが大事である。社会の一員とし

て、家族の一員として、学校での立場の違いや力

関係は違うが、人間としては対等である、だから

子どもたちの言うことに耳を傾けて、子どもたち

の意見を聞いて反映させることをやる責任が、

我々にはある。子どもたちも、親や兄弟、友達や

先生に対して、人間として尊敬する、尊重すると

いう接し方を学ぶ必要がある。子どもが人権を尊

重する、男女の平等等色々な人の違いを尊重す

る、多様性を尊重する、そういったことを学ぶこ

とが教育の目的であると書いてある。家庭におい

ては親のふるまい、親の子どもへの接し方から子

どもたちは吸収する。学校においては、日々の先

生の子どもたちへの接し方や、色々なルールの作

り方、学級でのルールの作り方、校則の在り方、

学校運営の仕方、そういうところから子どもたち

は人権というものを自然に身に付けていく。そし

て地域社会が子どもたちをどう扱っているか、子

供たちを大切にしているか、地域社会の一員とし

て受け入れられているか、認められているか、そ

ういうことから子どもたちは日々学んでいる。そ

してオンラインからも多くの影響を受けている。 

 おおわわりりにに  
明海大学が地域との連携協定を作ったことはす

ごいことだと思う。大学は学問的に重要なだけで

なく、地域と連携して家庭や市民と学校をつない

だり、ハブとしての大きな役割を担ったりしてい

る。そこで学ぶ教職課程の学生は重要な役割を担

っている。国連子どもの権利委員会は、すべての

国に、子どもの人権教育を学校のカリキュラムで

必須にすること、そして教員養成課程に子どもの

権利条約を入れるよう勧告している。学校の先生

たちも日々大変で忙しいから、先生たちを支えて

いかなければならない。それは国の責任であると

いうことを、国連子どもの権利委員会が言ってい

るということを最後に伝えて終わりにする。ご清

聴、大変にありがとうございました。
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５５．．大大 学学生生にに よよるる日日 本本語語指指 導導支支 援援  
６６．．留留学学生生等等にによよるる児児童童・・生生徒徒ととのの交交流流  
７７．．大大 学学 生生 にに よよ るる 学学 習習 支支 援援  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  記記録録のの詳詳細細ににつついいててははここちちららををごご覧覧くくだだささいい⇒⇒  
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５５．．学学生生発発表表（（大大学学生生にによよるる日日本本語語指指導導支支援援））  
日日本本語語指指導導支支援援（（東東京京都都立立飛飛鳥鳥高高等等学学校校））  

参加学生 
全日制課程 応用言語学研究科博士前期課程１年 チン ヴァン コン 

定時制課程 
応用言語学研究科博士前期課程２年 田中 愛唯 

 日本語学科３年 呉 トウドン 
 
１１．．ははじじめめにに  
本事業は、本学と高大連携協定を締結している 

東京都立飛鳥高等学校において、日本語指導が 

必要な外国人生徒に対して、外国語学部日本語 

学科及び応用言語学研究科の学生・院生が行った

日本語指導支援である。その支援活動について 

シンポジウムで発表した内容を以下にまとめる。 

２２．．実実施施概概要要  
（１） 実施回数：前学期５回、後学期 12 回 
（２） 対象生徒数：４名（上級レベル） 
（３） 指導支援目的： 

①文法力と読解力を向上させる 
②論理的な意見の表現力を養う 
③大学進学後に必要な日本語力を身に付ける 

３３．．授授業業概概要要  
（（１１）） 使使用用教教材材：：  
生徒のニーズと日本語レベルに応じて教材を

変更し前学期と後学期で異なるアプローチを行

った。 
前学期：『TRY!日本語能力試験 N２：文法から

伸ばす日本語』、後学期：『話す・書くにつながる

日本語読解 中上級』 
右に活用している語彙リストと文法リストを

掲載する。 

（（２２）） 授授業業のの流流れれ  
＜＜前前学学期期＞＞  

本文： ①ウォーミングアップ 
②読み、精読 
③内容確認 

文法項目の確認： ①どう使う？ 
②例文確認 
③やってみよう！ 

まとめの問題 

＜＜後後学学期期＞＞  
①目標提示 
②話してみよう 
③音読 
④本文の内容確認 
⑤発展（ペアで話合い、まとめ、表現する） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４４．．課課題題とと考考察察  
生徒ごとに学習進度が異なり、全員に合わせた指

導が難しい。また、授業に集中しない一部の生徒

に対して動機付けを高める工夫が必要である。 
さらに、話す機会をより増やすことで理解が深ま

ることや、生徒同士が助け合える環境を作ること

で、より効果的な学びが得られると考えられる。 
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日日本本語語指指導導支支援援（（東東京京都都立立南南葛葛飾飾高高等等学学校校））  

参加学生 

応用言語学研究科博士後期課程２年  沈 伽迪 
応用言語学研究科博士前期課程１年  姜 チョウ健 
外国語学部日本語学科        ４年  竹澤 佳祐 
     ３年  竹澤 佳祐、石橋 聡史、古川 ゆら、孫 瑩超  

  

１１．．ははじじめめにに  
本事業は、本学と高大連携協定を締結している 

東京都立南葛飾高等学校において、日本語指導が

必要な外国人生徒に対して、外国語学部日本語 

学科及び応用言語学研究科の学生・院生が行った 

日本語指導支援である。その支援活動について、 

シンポジウムで発表した内容を以下にまとめる。 

２２．．実実施施概概要要  
（１） 実施回数：前学期 16 回（夏季講習を含む） 

後学期 26 回 
（２） 対象生徒数：18 人 

（内訳）N２クラス 10 人、N３クラス８人 
（３） 使用教材： 

生徒の学習ペースが速いため、前学期と 
後学期で複数の読解教材を使用した。 

①① NN２２ククララスス  
・・前前学学期期：：  
『新完全マスター読解 日本語能力試験 N２』 
・・後後学学期期：：  
『話す・書くにつながる日本語読解 中級』 
『中上級学習者のための日本語読解のワーク

ブック』 

②② NN３３ククララスス  
・・前前学学期期：：  
『新完全マスター読解 日本語能力試験 N３』 
・・後後学学期期：：  
『話す・書くにつながる日本語読解 初中級』 
『日本語能力試験文章の文法・読解 N３  
初中級』 

３３．．指指導導のの目目的的  
日本の高校に相応しい読解力を身に付けること

を目的として、読解指導を中心に行うとともに、

日本語能力試験（JLPT）の読解項目をクリアでき

る能力を身に付けられるよう指導した。 

以下に、使用教材を紹介する。 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

４４．．課課題題等等  
ヒントを出さないと正答率が６割程度に留まる

が、集中するとほとんどの問題に正解する。読み

書きが苦手な生徒が多く、特に非漢字圏の生徒の

漢字習得が難しい。語彙リストで多くの語彙を示

すことで、授業が進めやすくなる。そのため、一方

的な説明ではなく、生徒とのやり取りを取り入れ

ることが重要である。 

日本語指導は易しいことではないが、学習者の視

点や疑問を共有することで、日本語の魅力や難し

さをあらためて実感するとともに、文化や言葉の

多様性について考えを深めることができた。この

指導支援経験を通じて、単に言語を教えるだけで

なく、相互に学び合う関係を築くことの重要性を

強く感じた。 
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日日本本語語指指導導支支援援（（東東京京都都立立竹竹台台高高等等学学校校））  

参加学生 応用言語学研究科博士前期課程１年  紀 美 

  

１１．．ははじじめめにに  
本事業は、本学と高大連携協定を締結している 

東京都立竹台高等学校において、日本語指導が 

必要な外国人生徒に対して、外国語学部日本語 

学科及び応用言語学研究科の学生・院生が行った 

日本語指導支援である。その支援活動について 

シンポジウムで発表した内容を以下にまとめる。 

２２．．実実施施概概要要  
（１） 実施期間・回数： 

2024 年９月～12 月、８回／各回 60 分 
（２） 対象生徒数：高校３年１名 

（N５-N４レベル） 
（３） 使用教材： 
ア 『実践日本語シリーズ 名詞（初・中級）』 
イ 『実践日本語シリーズ 動詞（初・中級）』 
ウ 『実践日本語シリーズ 慣用句（初・中級）』 
エ 『実践日本語シリーズ 形容詞（初・中級）』 
オ 『どんなときどう使う 日本語表現文型 200 

初級～中級』 

３３．．指指導導のの目目的的  
上記の教材を通じて、生徒が日常生活や学校で日

本語を自然に使えるようになることを目指した。 
①①文文法法とと表表現現力力のの習習得得：：上記オの教材を活用し

て、よく使われる文型や表現を学び、適切な状況

で使用できる力を育成した。 
②②語語彙彙力力のの向向上上：：上記アとイの教材を通じて、ト

ピックごとに関連する単語や表現を効果的に習得

し、幅広い場面で応用できる語彙力を身に付けさ

せた。 
③③総総合合的的なな日日本本語語能能力力のの向向上上：：読解、作文、会話、

リスニングの各スキルをバランスよく向上させ、

生徒が N４レベルの知識をより深く理解し、実践

的に使えるように指導した。 
④④実実践践的的なな日日本本語語のの練練習習：：授業中は、生徒が自ら

考えて話す時間を増やし、学んだ内容を会話や作

文に取り入れることで、日本語を実際に使う場面

を意識させた。 

全体を通して、限られた時間内で、生徒の個性や

学習ペースに合わせた丁寧な指導を心がけた。 

以下に指導に活用している教材を紹介する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４４．．課課題題等等  
対象生徒が一人であるため、集中して生徒の反応

に直接向き合うことが必要である。そのため、生

徒が消極的な場面では、一方的に説明するのでは

なく、生徒が積極的に参加できるよう工夫してい

る。 

生徒が質問しやすい雰囲気を作ることが重要で、

そのことにより授業がより充実したものになる。

また、自分自身が日本語を学んできた経験を生か

して、学習者の気持ちに寄り添った指導支援を行

うことができることが強みであると考える。 
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６６．．学学生生発発表表（（留留学学生生等等にによよるる児児童童・・生生徒徒ととのの交交流流））  
明明海海大大学学ああけけみみ英英語語村村 22002244－－小小学学生生異異文文化化交交流流ププロロジジェェククトト－－  

第１回 
日時 2024 年 10 月８日（火）12 時～16 時 

参加者 
足立区立千寿双葉小学校 ５年生 85 名、本学留学生・教職課程履修生 70 名、 
教職課程センター及び多言語コミュニケーションセンター、足立区教育委員会 

第２回 
日時 2024 年 11 月 12 日（火）12 時～16 時 

参加者 
足立区立中川東小学校 ６年生 50 名、本学留学生・教職課程履修生 70 名、 
教職課程センター及び多言語コミュニケーションセンター、足立区教育委員会 

 
１１．．ははじじめめにに  
世界のさまざまな国・地域から来ている本学の 

留学生及び教職課程履修生と足立区の小学生とが

英語を使って異文化交流する「明海大学あけみ 

英語村」は、今年度で８年目の取組みとなった。 

今年度も２回実施することができた。 

２２．．ププロロググララムム  
（１） 開村式 
（２） グループミーティング 
（３） イングリッシュ・キャンパス・ツアー 
（４） パトリツィア教授とタイソン准教授に 

よるコミュニケーション・アクティビティ 
（５） 閉村式 

３３．．主主ななアアククテティィビビテティィのの特特徴徴 
（（１１）） イインンググリリッッシシュュ・・キキャャンンパパスス・・ツツアアーー  
グループミーティングで全員が自己紹介をした

り、留学生による母国紹介を聞いたりしてお互い

に打ち解けあった後、キャンパス・ツアーをおこ

なった。ツアー中のやりとりは全て英語でおこな

われ、学生や留学生は図書館のラーニング・コモ

ンズやイングリッシュ・ゾーン、学食、テニスコー

トなどを案内して回った。 

（（２２）） ココミミュュニニケケーーシショョンン・・アアククテティィビビテティィ  
アメリカ出身のパトリツィア先生とカナダ出身

のタイソン先生がコミュニケーションのモデルを

紹介した。そのモデルを参考に小学生と留学生、

大学生がペアやグループになって夏休みの経験や

身近な話題について英語でやり取りをおこなった。

うまく回答できると大学生からシールをもらい、

小学生は英語のコミュニケーションを楽しみなが

らいっぱいシールを集めることができた。 
 

４４．．シシンンポポジジウウムムででのの学学生生発発表表のの概概要要 
本シンポジウムでは英米語学科４年 布施 名菜

と冨樫 美智雄が発表した。 

＜＜経経験験ででききたたこことと（（一一部部抜抜粋粋））＞＞  
布布施施：：  
来る４月から千葉県公立中学校での英語教員に

なる私としては、「あけみ英語村」で小学生と触れ

合えたことは貴重な機会であり、大きな経験とな

りました。小学生と関わることで小学校段階の英

語教育の実情を知ることができました。特に、小

学校高学年の児童と関わったため、中学進学に向

けた外国語活動、英語教育の実情を知り、新たな

子供との関わり方や英語の教え方を学びました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
冨冨樫樫：： 
中国と日本、両方の背景を持っているため、今回

留学生として活動に参加し、自国の文化を紹介し

たりして児童の興味を引く工夫をしました。英語

を「学ぶもの」ではなく「楽しむもの」と感じても

らうためゲームを取り入れ、児童が主体的に英語

を考え使う場面を増やしました。 
「英語がわかった！」という成功体験を得やすく

し、積極的な発言を促しました。児童への適切な

リアクションとフィードバックも大切にしました。 
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中中学学生生ととのの異異文文化化交交流流会会  

今年度参加校 

足 立 区 立 扇 中 学 校 実 施 日 2024 年  ７月 10 日 
足立区立谷中中学校 実 施 日 2024 年 10 月 16 日 
足立区立花畑中学校 実 施 日 2024 年 12 月 13 日 
足立区立栗島中学校 実 施 日 2025 年  １月 31 日 

  

ははじじめめにに  

足立区と連携協定を締結した 2016 年度より、 
足立区教育委員会と連携して小中学校に対して 
本学の研究・教育資源を生かした英語教育支援を 
おこなってきた。その一環として、世界のさまざ

まな国・地域から来ている本学留学生が足立区立

中学校で異文化交流会をおこなってきた。 
今年度は、異文化交流学習会を４校で開催する 
ことができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シンポジウムでは、英米語学科４年 大野杏里と

中川なさりが発表した。 
 
＜＜シシンンポポジジウウムムででのの発発表表（（一一部部抜抜粋粋））＞＞  

中中川川：：  
異文化交流会とは、留学生や異文化の背景を持っ

た学生が参加するボランティアです。参加した学

生は、韓国・中国・ドイツ・ドミニカ共和国・フィ

リピン・ネパール・ベトナム・香港・マレーシア・

ペルーの計 10 カ国・地域出身でした。私は、ドミ

ニカ共和国の背景も持っているので、ドミニカ共

和国について紹介しました。 

大大野野：：  
私は、韓国とタイのハーフで、異文化交流会では

韓国について紹介をしました。私たち明海大学の

留学生は自国の文化や食などの魅力的な部分を紹

介しました。中学生たちは、自分の好きなもの、日

本の文化や観光地、世界遺産について紹介をして

くれました。タブレットを使いながら、自分が伝

えたいことを一生懸命発表している生徒の姿に毎

回感動しました。 
異文化交流会で感じたことは、英語に対して不安

を抱いている生徒が多いということです。これは、

現在の英語教育の課題だと思います。この課題を

解決させる一つの方法として、英語を話すことに

自信を持たせることが大切だと思います。そこで、

英語に触れる機会や多くのインプットを与え、そ

れと同時にアウトプットさせる機会が必要だとい

うことを学びました。私は、四月から教員になる

ので、生徒が英語に楽しく、自主的に触れられる

機会を増やす工夫をしたいです。また、自信を持

ってコミュニケーションを取れる人になってもら

えるように、生徒への声掛けをして、励ますこと

を意識したいです。そして、異文化について多く

の人に知ってもらえるように、積極的に紹介をし

ていきたいです。 

中中川川：：  
世界地図を見せながら母国がどのエリアにある

か、などというクイズを考え、楽しんでもらえる

ように工夫をしました。私の母国語であるスペイ

ン語の簡単な単語も教えました。その結果、英語

だけでなくスペイン語にも楽しく触れてもらえま

した。 
また、元気で明るく対応してくれる生徒が多い学

校だったり、真面目にお話を聞いてくれる生徒が

多い学校があったりと、それぞれの学校に特色が

あることを実感しました。そこで、生徒の特性に

応じて、一人一人対応を変えることが重要だと学

びました。例えば、なかなか発言できない生徒に

対して、名前を呼び、こちらから質問してあげる

ことで喜んで応えようとしてくれたので、私もう

れしく思いました。 
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22002244 大大学学生生とと話話そそうう会会  

参加学生：25 人 
【教職課程：11 人】 
日本語学科３年：江尻 智佳、橋本 義晴、比嘉 彩夏、伊藤 彩花、仲田 光志、齋藤 詩恩 
英米語学科３年：大沢 和心、知念 咲花 
英米語学科２年：小泉 優斗、和田 航英、大塚 翼夢 

【留学生：14 人】 
経済学科４年： 宿 愛敏 
経済学科３年： レー ティ テム 
経済学科１年： カン 媛媛、劉 埔鑠、劉 心語、王 奕琳、ロウ イ、単 恩慧、宋 嘉蕾、 
 ファム ザー フイ、グエン スアン ソン 
中国語学科２年： チャン ティ フォン ブオイ 
日本語学科４年： グエン ティ マイ 
日本語学科１年： ソウ 羽セイ 

  
１１．．ははじじめめにに  
「大学生と話そう会」は、明海大学と教育連携協

定を結んでいる高等学校６校の生徒を対象に

2018 年度から実施している。高校生が直接大学生

と交流することで明海大学や大学生活について 
理解を深めることを目的としている。毎年、参加

する高校生の中には外国にルーツをもつ生徒も 
多いため、教職課程履修学生の他に、本学の留学

生もボランティアとして参加し交流を深めている。 

２２．．ははじじめめにに  
（１） 日時：2024 年５月 26 日（日） 

午前 10 時から午後２時まで 
（２） 会場：2101 講義室 

30 周年記念学生ホール他 
（３） 参加生徒：計 44 人 
＜内訳＞ 
都立飛鳥高等学校７人、都立竹台高等学校５人、

都立南葛飾高等学校 10 人、都立葛西南高等学校

22 人 
（４） プログラム内容 
＜午前＞ 大学紹介（ビデオ鑑賞）、オープン・キャ

ンパス見学、学食体験 
＜午後＞ グループ活動、自己紹介、大学生への質

問、SDGs に関するディスカッション 

３３．．当当日日のの様様子子  
高校生たちは、引率の先生方と貸し切りバスで大

学に到着した後、大学紹介ビデオを視聴し、当日

行われているオープン・キャンパスの「学科魅力

発見コーナー」の見学や学生食堂での昼食を体験

した。午後の交流会では、グループに分かれて、自

己紹介や大学生活についての Q＆A を行った。 
SDGs のディスカッションでは、各グループで３

つのテーマ（飢餓、気候変動、エネルギー）の中か

ら１つを選び、現状や課題を共有した後、自分た

ちにできることや解決策について話し合った。 

４４．．参参加加者者のの声声 
【【高高校校生生】】「話し合いで緊張したけれど、大学生

がリードしてお話してくれて楽しかった」「現役で

ある大学生の声を聞けて今後の将来についての勉

強になった」 

【【学学生生：：シシンンポポジジウウムム発発表表よよりり】】「行事の運営に

ついて学ぶとともに、高校生の進路選択に関して

アドバイスして貢献できた」「グループ活動で進行

役を務めて、高校生が参加しやすい雰囲気づくり

ができてよい経験になった」 
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22002244 年年度度  都都立立田田柄柄高高校校異異文文化化交交流流会会  
参加学生：８人 

日本語学科１年 ：ゴティ ダイ チャン 

英米語学科４年 ：クエンカ ダイアン ニコル バレンシア 

英米語学科３年 ：ヴォ スァン フォン 

経済学科１年 ：ボルドスフ ミシェール、グェンティ フォン ホン、ファム ティ フック 

中国語学科２年 ：チャン ティ フォン ブオイ 

ホスピタリティ・ツーリズム学科１年：チャン トウイ ミン ヒエン 

  
１１．．ははじじめめにに  
本交流会は、本学と高大連携協定を締結している

東京都立田柄高等学校との教育連携事業で、本学

外国人留学生と高校生との交流を通じて、お互い

の文化についての理解を深めることを目的として

いる。 
本学からは、ベトナム、モンゴル、フィリピン出

身の留学生８人が都立田柄高校に出向き、都立田

柄高校からは１年生の生徒全員が交流会に参加し

た。 

２２．．実実施施概概要要  
（１） 日時：2024 年 10 月 30 日（水） 

午後２時から午後４時まで 

（２） 会場：都立田柄高校 

（３） 内容： 
① 文化紹介 
本学留学生が、１年生５クラスに分かれて、自国

の文化や日本での経験について、スライドを使い

ながら日本語で説明した。その後、生徒からの質

問に答えた。 

留学生が紹介した主な内容は、次の通りである。 

 母語での挨拶 
 自己紹介 
 日本に来た理由 
 日本に来て感じたこと 
 日本で苦労したこと、失敗談 
 日本で好きなこと、好きなもの 
 日本で苦手なこと、苦手なもの 
 自国の文化紹介 
（観光名所、国旗の特徴、通貨、食べ物、祭など 
のイベント等） 

 

② 国際交流委員との懇談 
各クラスでの文化紹介の後、山﨑聡子校長の話を

伺った後、都立田柄高校の国際交流委員と懇談会

を行った。お互いに自己紹介したり、文化紹介の

感想を述べたり、日本での生活などについてアド

バイスをしたりした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３３．．ボボラランンテティィアア学学生生のの感感想想  
参加した留学生からは「田柄高校の生徒たちが積

極的に質問してくれて嬉しかった」「生徒たちが

色々な文化に興味をもって聞いてくれて、発表し

てよかったと思った」などの感想が聞かれた。 
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７７．．学学生生発発表表（（大大学学生生にによよるる学学習習支支援援））  
浦浦安安市市  小小学学校校英英語語支支援援  

参加学生 

外国語学部英米語学科４年 池内 夏美、小川翔太郎、小川 悠真、高木 由紀、 

 冨樫美智雄、仲田 未羽、森岡 凜、安田 結貴、 

 吉澤 阿門 

                    ３年 小松 由芙、霜方 柚奈、知念 咲花、花澤 真彩 

  

１１．．実実施施のの概概要要 
明海大学は 2017 年に浦安市教育委員会と教育

に関する連携協定を締結しており、それ以来、市

内の公立小学校の英語・外国語活動に学生がボラ

ンティアとして参加し、授業の補助を行っている。 
参加する学生は、英米語学科の学生のうち教職

課程を履修し、将来、何らかの形で英語指導に携

わりたいと希望している学生である。 
授業では、担任や英語専科の教員、ALT の求め

に応じて、対話の相手役や発音のモデルをしたり、

児童への指示を手伝ったりする。また、ペアワー

クや英語のゲームに参加したりもする。個別の支

援が必要な児童への援助をすることもある。 
将来、英語教員を志す学生にとって、在学中に

学校現場での英語指導の実践に携わることができ

るとても貴重な機会となっている。 
また、学生は大学での授業と合わせて、この機

会を利用して、一定の時間数、小学校英語の指導

の経験を積むことで、J-SHINE 小学校英語指導

者資格を取得することもできる。 
今年度は、９月から３月までの期間、週に１、２

回のペースで、南小学校、舞浜小学校、明海小学

校、高洲小学校、入船小学校の５校に、英米語学科

の４年生９人と３年生４人が参加した。 

２２．．参参加加学学生生のの声声  
（１） 賑やかで積極的に授業に参加するクラス

もあれば、静かに椅子に座ってしっかり先生の

話を聞いているクラスもあり、クラスによって

ギャップを感じる。また、クラス間だけでなく、

クラスの中でも一人一人が違っており、サポー

トの仕方も様々である。積極的に英語を使って

話すことができる児童には更に質問をして英

語と向き合う時間を増やし、英語が苦手で会話

に参加しにくいと感じていそうな児童には、隣

で例を示して話しやすい環境を作ることを徹

底している。英語の授業を児童にとって有意義

なものにするために一人一人に対してどのよ

うなサポートをするべきか、常に考えている。

とても楽しい時間でもあり、私にとってとても

素晴らしい時間となった。 
（森岡 凜） 

（２） 児童が活動に取り組んでいる間に、教室内

を回って個別にフォローをした。英語が苦手な

子には優しく声をかけ、簡単なヒントを出して

会話をスムーズに進められるようにサポート

した。また、児童が積極的に英語を話せるよう

に、できた時は褒めたりするなど、ポジティブ

な声かけをするように心がけた。初めは緊張し

たが、担任の先生から｢とにかく笑顔で児童と

関わってみてください｣とアドバイスをもらい、

笑顔でいることを意識すると緊張もほぐれて

いった。小学校英語支援を通して、児童が楽し

みながら英語を学ぶ姿を見ることができ、授業

づくりや雰囲気づくりの大切さを知ることが

できた。ALT や担任の先生と協力して活動をす

る経験から、教師という仕事のやりがいを改め

て感じた。 
（花澤 真彩） 
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浦浦安安市市  青青少少年年自自立立支支援援「「未未来来塾塾」」  

参加学生 
外国語学部日本語学科３年 江尻 智佳、小林 采和 

外国語学部英米語学科４年 喜多 巧祐、仲田 未羽、布施 名菜、渡辺 もも 

 
１１．．浦浦安安市市青青少少年年自自立立支支援援未未来来塾塾  
未来塾は、浦安市内の公立中学校９校の生徒を 

対象とし、基礎的・基本的な学力向上や学習習慣

の定着を図ることを目的として、浦安市教育委員

会が開催している学習支援事業である。週に１回、

放課後に各中学校近隣の公民館に集まり、午後６

時半から午後８時までの１時間半、英語と数学を

隔週で学んでいる。６月の下旬から２月の中旬ま

での期間、英語、数学、それぞれ全 17 回実施する。

教職や民間教育事業の経験者と大学生が、学習支

援員として協力し合って指導に当たっている。 

２２．．実実施施のの概概要要  
今年は、明海大学から日本語学科、英米語学科の

学生６人が中央、堀江、美浜、日の出、高洲の５ヵ

所の公民館に分かれ、英語教室や数学教室を担当

した。 
（１） 浦安中未来塾（中央公民館） 

【英語教室】【数学教室】 喜多 巧祐 

（２） 堀江中未来塾（堀江公民館） 
【英語教室】【数学教室】 渡辺 もも 

（３） 入船中・美浜中未来塾（美浜公民館） 
【数学教室】 江尻 智佳、小林 采和 

（４） 日の出中・明海中未来塾（日の出公民館） 
【英語教室】 仲田 未羽 

（５） 高洲中未来塾（高洲公民館） 
【英語教室】【数学教室】 布施 名菜 

３３．．参参加加学学生生のの声声  
（１） 私は、学習支援ボランティアとして「未来

塾」に参加し、中学３年生で英語が苦手な生徒

を担当した。最初は多くの生徒が、文法や単語

に自信がなく、問題に取り組む際には「分から

ない」と諦める様子が見られた。そこで、どこ

でつまずいているのかを丁寧に確認し、一緒に

基礎を振り返ることから始めた。特に、主語と

動詞の関係や時制の使い分けが曖昧になって

いることが分かったため、具体的な例を示しな

がら説明すると、少しずつ理解を深めてくれた。

できたところを積極的に褒めたり、簡単な問題

から段階的に挑戦させたりすることで、自信を

持ち始めたようだった。「分かった！」と笑顔を

見せてくれた瞬間はとても嬉しく、教えること

のやりがいを実感した。一方で、苦手意識を持

つ生徒のモチベーションを高めることの難し

さも痛感した。今回の経験を通じて、英語の指

導だけでなく、生徒の気持ちに寄り添うことの

大切さを学んだ。私は４月から実際に教壇に立

つことになるので、中学校の英語教員になる準

備としてもとても貴重な機会となり、今後の指

導にも活かしていきたい。    （仲田 未羽） 

（２） 私は、数学を担当した。この未来塾で、初

めて実際に生徒たちと直接関わり、指導する経

験ができた。私が担当していた中学１年生の生

徒たちは、とても静かに学習に取り組んでいた

が、なかなか質問が出なかったため、質問が出

るのを待つのではなく、自分から積極的に声を

かけることを心がけるようにした。すると、

徐々に生徒たちからも声をかけてくれるよう

になり、私自身も未来塾に行くことが楽しくな

った。直接生徒たちと触れ合うことで得たこの

貴重な経験を大学４年生における自らの学修

に活かし、教員になるべくしっかりと頑張りた

いと思う。 
 （江尻 智佳） 
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明明海海小小  児児童童育育成成ククララブブ  

参加学生 
外国語学部日本語学科３年 瓜田 謙心、早乙女愛菜、比嘉 彩夏、三島 茉姫 

 ２年 寳木原和心 

 
１１．．浦浦安安市市児児童童育育成成ククララブブ  
浦安市の児童育成クラブは、いわゆる学童保育

で、就労等により保護者が昼間家庭にいない小学

生児童を対象に、放課後や土曜日、長期休業期間

等に、家庭に代わる生活の場を提供する事業であ

る。市内の全ての小学校区ごとに 17 か所に置かれ

ている。 
その１つ「明海小学校地区児童育成クラブ」は、

浦安市立明海小学校に隣接し、市の委託を受けて

労働者協同組合ワーカーズコープセンター事業団

が運営をしている。毎日 180 人近い児童が通って

来て、小学校の校庭を走り回ったり、砂場や鉄棒

等で遊んだりして楽しんでいる。また、児童育成

クラブの庭でドッジボールやサッカーをしたり、

屋内で工作をしたり、静かに勉強をしている児童

もいる。 
今年度は教職課程履修する日本語学科の学生５

名が、週１、２回、午後１時 30 分から午後７時 30
分までの時間帯で３時間程度、児童の見守りの支

援をしている。 

２２．．明明海海小小学学校校地地区区児児童童育育成成ククララブブのの  
大大切切ににししてていいるる３３つつののこことと  

（１） やりたいことをできることに変える。 
（２） 子どもだけの世界を守る。 
（３） 見守られながら自分で考えて自分で決める。 

３３．．参参加加学学生生のの声声  
（１） このボランティアに参加して強く感じて

いるのは、自分自身が発言できる場のありがた

みである。子どもたちが来る前のミーティング

から参加することが多く、私たち学生にも発言

する機会が与えられている。課題に感じている

ことについて話すと、所長をはじめ多くの職員

が必ずアドバイスをしてくれる。また、「いてく

れるだけで子どもたちのためになるよ」とか

「いったん自分を認めてあげると良いよ」など

と常に私のことを肯定してくれるので、どんど

ん自信がつき、堂々と働くことができるように

なった。子どもを相手に働くのは初めてで、普

段から悩むことが多い私にとって、教師として

子どもに関わる前に、このように自分の気持ち

や考えに耳を傾けてくれる職場で働く経験が

できるのはとても貴重なことだと強く感じる。

私の成長を自分ごとのように喜んでくれるこ

の明海小学校地区児童育成クラブで働くこと

ができて本当に良かったと心から思う。 
（比嘉 彩夏） 

（２） 私がこのボランティア活動を通して学ん

だことは、子どもの意思を尊重することの大切

さである。明海小学校地区児童育成クラブに通

う子どもたちは、自分自身の考えを持ち、それ

を発信できる子どもが多い。それは、子どもが

主体という考えを大切にしているからなのだ

ろうと思う。大人が決めたルールを押し付ける

のではなく、子どもたちの考えを尊重すること

で、創造性を養うことができ、自分の考えを発

信できるようになるだけでなく、相手の意見も

聞き、他者との関わり方も学ぶことができ、社

会性も身に付けられるのではないかと感じた。

学童ボランティアに参加しているからこそ学

べることがあり、私自身が大きく成長できる場

だと思っている。 
（三島 茉姫） 
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江江戸戸川川区区立立篠篠崎崎中中学学校校  英英語語部部活活動動支支援援  

参加学生 外国語学部英米語学科４年 小川翔太郎、吉澤 阿門 

  

１１．．ククララブブ・・部部活活動動外外部部指指導導員員 
東京都江戸川区では平成 30 年に「学校における

働き方改革プラン」が策定され、教員の長時間勤

務の是正に向けた取り組みを実施しているが、そ

れらの取り組みの一つに部活動外部指導員の配置

がある。 
部活動外部指導員は、部活動において生徒が専

門的技術指導を受けるために、実技指導の補助的

役割を果たしている。これまでも江戸川区内の多

くの学校で外部指導員が任用され、部活動を支援

しており、教員の負担軽減にも効果がでていると

報告されている。 
本学地域学校教育センターは、2023 年度末に江

戸川区立篠崎中学校から英語部活動の支援に関す

る依頼を受け、実現に向けた具体的な計画を進め

てきた。教職課程履修学生に以下の案内を配布し

希望者を募ったところ、英米語学科４年の２名が

10 月から訪問可能であると申し出てくれた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２２．．活活動動内内容容  
２名は 10 月から英語部の活動支援を開始した。

毎週火曜日に学校を訪問し、１時間程度、一緒に

活動して、部員が英語を使って表現する力を自ら

伸ばせるようアドバイスをしてきた。 
主な活動は、あるトピックについて英語で意見

交換、オリジナル・スキットの実演、英語落語の発

表に向けた指導であった。 
学生は訪問前に「何を」、「どのように」すれば充

実した活動になるかについて相談しながら事前準

備を行っていた。生徒の意欲や個性を引き出し、

英語の楽しさを感じてもらえるよう心掛けている

とのことであった。 
 
 
 
 
 
 

３３．．外外部部指指導導員員のの経経験験かからら学学んんだだこことと  
外部指導員の経験は、学生の教職に対する理解

を深めた。学生の声を以下にまとめる。 

 週１回の指導であったが、生徒の成長は自分た

ちが想像していた以上に速く、吸収力とスキル

向上に圧倒された。 
 生徒たちの成長を目の当たりにできることに

教職という仕事のやりがいと魅力を感じた。 
 今回の英語部活動支援を通じて、教員に必要な

力は、生徒一人一人に寄り添い、生徒の個性や

興味に応じた指導ができることだと改めて感

じた。 
 英語を教える際は、生徒に学びの楽しさを伝え

ることが重要である。英語を単なる知識として

ではなく、実生活で使えるスキルとして、楽し

く学べる環境を作ることが求められる。楽しさ

を感じることで、学習意欲が高まり、英語習得

の魅力を生徒自身が体験をして、実感できるよ

うにすることであると考えた。 
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足足立立区区民民対対象象英英会会話話講講座座  

参加学生 
外国語学部英米語学科 ４年   冨樫美智雄 

 ３年  霜方 柚奈、知念 咲花、花澤 真彩 

 ２年  嶋崎意住美 

 
１１．．事事業業概概要要  
足立区民対象の英会話講座は、足立区が主催する

一般区民を対象に開講している講座である。2020
年開催予定であった東京オリンピック・パラリン

ピックに向けて 2017 年に始めた連携事業である。

コロナ禍で中止となった 2020 年度を除き今年度

で、７回目の実施となった。 
今年度のテーマは「海外旅行＆インバウンドにも

対応！旅と出会いの初級英会話講座」とし、年間

２クール（第１クールを５～６月、第２クールを

９～12 月）で開催され、各クール５回ずつ日曜日

の午前中に足立区内の会場で実施された。受講者

は第１、第２クールともに約 30 名、幅広い年齢層

の方々が共に英語を学ぶということが本講座の特

徴とも言える。 
今年度は、これまでも講師をされてきたパトリツ

ィア・ハヤシ教授、タイソン・ロード准教授と、新

たに西貝裕武教授が講師として担当した。また、

各講座には２人から３人の明海大学英米語学科教

職履修学生が受講者のサポート役として参加した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２２．．活活動動内内容容とと受受講講者者のの様様子子  
学生の役割は、写真のように、講座内で行われる

活動中における受講者のサポートである。活動内

容は講座のテーマに沿った海外旅行やインバウン

ドを想定したコミュニケーション活動であった。 
受講者の年齢層は 20 代から 70 代と幅広く、様々

な意見やアイデアを交換し合うことで、学びを深

めているようであった。活動中、浮かんだ疑問を

講師や学生に質問する姿、学んだ英語を使って会

話をする姿など、熱心に学習に臨む姿がとても印

象的であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３３．．講講座座をを通通ししてて学学んんだだこことと  
参加した学生が学んだことを様々であるが、２つ

の視点から学生の声をまとめたい。 

○ 英語学習の目的と英語教育 
この講座の最大の特徴は、多様な受講者の方々が

共に学び合う環境である。留学や海外旅行のため

に英語を学びたい方、親子で一緒に参加されてい

る方、ご夫婦で楽しく学習されている方など、そ

れぞれの目的やきっかけが異なる。 
教職課程で学ぶ私たちにとって、生徒一人一人に

英語を学ぶ意味や楽しさが伝わるような授業を行

うことや、多様な個からなる集団で学び合うこと

のよさを実感するような活動を工夫することが生

徒の主体的な学びを持続させる上で重要であると

改めて実感した。 

○ 英語教育と地域活性化 
講座期間中に足立区の街を外国人に案内するボ

ランティアに数名の方が参加を希望したと知った。

このことは、講座での学びが地域の活性化にも繋

がっていると思い、嬉しく感じた。インバウンド

需要や、地域における外国人住民との共生という

側面からも、外国語学習への関心が世代を超えて

高まることは、地域の活性化にも繋がる。英語教

育は多様なニーズに応えながら、地域社会に貢献

する役割もあると感じた。 
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English Education in Japan Wada Koei

Food Waste in Japan Shimomae Cyrielle Mie Pinion

Let the Confidence Out Shimasaki Izumi

22002244 年年度度  足足立立区区英英語語ママススタターー講講座座修修了了者者にによよるるススピピーーチチ・・ププレレゼゼンンテテーーシショョンンココンンテテスストト  

参加学生 

外国語学部英米語学科４年 高木 由紀、小川翔太郎、池内 夏美 

 ３年  大沢 和心、大場 伊織、霜方 柚奈、知念 咲花、 

       花澤 真彩 

 ２年  嶋崎意住美、シモマエ サイリエル ミー ピニオン、 

       和田 航英 

 
１１．．ははじじめめにに  
明海大学・足立区連携事業における「英語マスタ

ー講座修了者によるスピーチ・プレゼンテーショ

ンコンテスト」は、足立区英語マスター講座を修

了した中高生がその成果を発表する場で、生徒た

ちが継続的に英語運用能力を磨き、さらにその力

を高める機会とすることを目的として 2019 年よ

り開催されている。明海大学英米語学科の教職課

程履修学生にとっては、運営をサポートしながら、

中高生の英語コミュニケーションの現状について

学ぶ機会となっている。 

２２．．実実施施概概要要  
（１） 日時：2024 年 11 月３日（日） 
 午前９時から午後３時まで 
（２） 会場：明海大学浦安キャンパス 
（３） 参加者： 
 足立区発表生徒６人 
 明海大学ボランティア学生 11 人 
 審査員（MLACC）２人 
 挨拶者： 中嶌裕学長（明海大学） 

 中村明慶教育長（足立区） 
その他、足立区教育委員会、発表生徒保護者、

大学関係教職員が参観 
（４） 内容： 
 足立区立中学生によるプレゼンテーション 
 審査員との質疑応答 
 明海大学生によるモデル・スピーチ 
 表彰：中嶌学長から全員に各賞を授賞 
 パトリツィア・ハヤシ教授とタイソン・ロー

ド准教授による特別講座 
（コミュニケーション活動） 

（５）ボランティア学生の役割 
（運営補助）司会進行、進行補助、スライド・PC 
操作補助、審査員補助、記録撮影、誘導を行っ 
た。 

（モデル・スピーチ）中学生の発表に続き、２年生

３名の学生がスピーチを行った。スピーチタイト

ルは次の通り。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 発表者と保護者、学生、関係者 
 
 
 
 
 
 
 
 

 午後の特別講座の様子 

３３．．学学生生のの感感想想（（シシンンポポジジウウムム発発表表かからら））  
 大学生として中学生にスピーチ・モデルを示す

ことができ、自分たち自身の学びにつながった。 
 実際にこのイベント運営に関わることで、行事

運営について体験を通して学ぶことができた。 
 午後の特別講座で行った多くのコミュニケー

ション活動は、今後、教員として授業をする上

での参考になった。 
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８８．．パパネネルルデディィススカカッッシショョンン  

ここ どどももまま んんななかか 社社会会へへ   大大学学 とと地地域域 ががつつなな ぐぐ未未来来 のの絆絆   

パパネネリリスストト  
定 野  司 （東京みらい中学校 校長） 
川 瀬  穣 （東京都足立区教育委員会 統括指導主事） 
伊達﨑 広 （ 東 京 都 立 南 葛 飾 高 等 学 校  校 長 ） 
池内 夏美 （明海大学外国語学部英米語学科４年） 
安田 結貴 （明海大学外国語学部英米語学科４年） 

ココーーデディィネネーータターー  
山本 聖志 （明海大学地域学校教育センター  教授） 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
 
  記記録録のの詳詳細細ににつついいててははここちちららををごご覧覧くくだだささいい⇒⇒
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――  内内容容（（発発言言のの趣趣旨旨をを踏踏ままええたた要要約約版版））

１１．．ははじじめめにに  

【山本】 本シンポジウムのテーマは「こどもま

んなか社会へ －大学と地域がつなぐ未来の絆－」

であり、地域・学校・大学が連携し、子どもの学び

と成長を支える仕組みについて議論する。明海大

学が教育委員会や高校と連携し、学生がボランテ

ィアとして関わる取組を紹介するとともに、基調

講演で述べられた「子どもを対等な存在として尊

重すること」の重要性を踏まえ、地域や大学の協

力による支援の充実を目指すことを強調した。 
続いて、パネリストとして以下の登壇者とそれぞ

れの発言テーマについて紹介した。 

・定野 司（東京みらい中学校校長） 
不登校支援と多様な学びを提供する学校運営に

ついて。 

・伊達﨑 広（東京都立南葛飾高等学校校長） 
高校教育における主体的な学びと地域連携の取

組について。 

・川瀬 穣（足立区教育委員会統括指導主事） 
義務教育段階の学力保障と行政の役割について。 

・池内 夏美／安田 結貴（明海大学４年生） 
大学生の視点から、教育現場での経験と将来の教

員としての意識について。 

パネルディスカッションでは、子どもたちが未来

を築くために大学・地域・学校が果たす役割につ

いて意見を交わし、よりよい支援の在り方を考え

ることが目的とされた。 

２２．．ここどどももままんんななかか社社会会のの現現状状とと課課題題  
【定野】 明海大学と足立区の連携の経緯を説明

し、英語教育や異文化交流などの取組が継続され

ていることに感謝を述べた。その上で、教育長時

代には、不登校の増加に対応するため、多様な学

びの場を整備してきたと振り返る。別室登校やフ

リースクール、適応指導教室の導入を進め、子ど

もたちが学校に通うことを目的とするのではなく、

社会で自立できる環境を整えることが重要だと強

調した。 
現在校長を務める東京みらい中学校は、不登校の

特例校として、従来の学校とは異なる柔軟な学び

を提供している。定期テストや給食を廃止し、授

業時間を短縮することで、生徒が主体的に学べる

環境を整えている。また、「チョイスタイム」と呼

ばれる選択授業を導入し、教師が自由な発想で授

業を行い、生徒が自分の興味に合わせて選べる仕

組みを作ったと説明。こうした取組が、子どもた

ちにとって選ばれる学校のあり方の一例となり、

今後も多様な学びの選択肢が広がることを期待し

ていると述べた。 

 
【伊達﨑】 東京都では、都内公立学校生徒１万

人の意見を参考に「東京都教育ビジョン第五次」

を策定するなど、子どもの意見を尊重する動きが

進んでいると述べた。特に、中学校では校則の見

直しが進み、ジェンダーレス制服の導入などが実

現したが、高校では十分に進んでいないと指摘。

南葛飾高校でも、生徒の意見集約アンケートは行

ったが、生徒会を通じた具体的な行動には、なか

なかつながらず、改革の難しさが課題となってい

ると述べた。 
また、「ハニワスタイル」（スカートの下にジャー

ジを履くスタイル）が広がっているが、校則に明

確な規定がなく、対応が難しい現状を紹介。従来

の「決められていないから認めない」という指導

方針ではなく、生徒と対話しながらルールを柔軟

に考えていくことが必要だと強調し、高校教育の

場でも「こどもまんなか」の視点を取り入れるべ

きだと述べた。 
 
【川瀬】 学力格差の問題に触れ、子どもたちが
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生まれ育った環境によって将来が左右されないよ

う、教育行政として支援策を講じる必要があると

強調した。足立区では、「夢や希望を信じて生き抜

く人づくり」を基本理念に掲げ、学力の向上を図

るための施策を推進している。教育の目的は単な

る知識の習得ではなく、人格の形成や心身の成長

を支えることにあると述べた。 
また、学力を「認知能力（読み書き計算）」と「非

認知能力（問題解決力や自己調整力）」の両面から

捉え、バランスよく向上させることが重要だと説

明。特に、教師主導の授業から学習者主体の授業

へと移行することで、子どもたちが主体的に考え、

問いを立て、解決策を見出す力を育む必要がある

と述べた。最後に、子どもたちが本来持つ可能性

を最大限に引き出すことが、教育機関や行政の使

命であると強調した。 
 

【池内】 教員として大切にしたいこととして、

生徒一人ひとりに寄り添ったサポートの重要性を

挙げた。生徒の個性や能力には違いがあるため、

それぞれの状況をしっかりと把握し、適切な支援

を行うことが必要だと考えている。 
また、現場で直面しそうな課題として、教員同士

の意見や価値観の違いを挙げた。教育に対する考

え方は多様であり、その違いを尊重しつつ、生徒

の成長を支えるために、他の教員と積極的に意見

交換を行いながら教育活動を進めていきたいと述

べた。 

３３．．具具体体的的なな取取組組とと成成果果  

【伊達﨑】 学校が変わるべき時期に来ていると

強調した。従来の教育では、ルールの内容自体が

長年見直されずに維持されてきたが、多様性が求

められる現代においては、学校も変革を迫られて

いると指摘した。また、学生たちが地域で実践的

な活動を行い、そこから学んだ経験を教育現場に

持ち込むことで、学校の在り方もより良い方向に

変わる可能性があると述べた。 
さらに、コロナ禍によって学校と地域とのつなが

りが一度断たれたことに触れ、これを機に新しい

形の地域との連携を模索すべきだと提案した。地

域活動やボランティアを通じて生徒が自己有用感

を高めることで、学びへの意欲向上にもつながる

と考えており、ICT や DX では代替できない実体

験の価値を重視すべきだと述べた。 
 
【川瀬】 足立区が推進する「足立スタンダード」

について説明し、学習者主体の授業を重視する取

組を紹介した。授業の導入では教師が学習のめあ

てを提示するのではなく、生徒自身がめあてを考

え、授業のまとめも教師主導ではなく、生徒が自

らの言葉で整理するようにしている。これにより、

生徒が主体的に学ぶ力を身に付けることを目指し

ている。また、足立区の教員は授業力が高いとの 
声を他の自治体から聞くこともあり、このような

取組が教育の質の向上につながっていると述べた。

さらに、知識は単に与えられるものではなく、生

徒が思考を通じて形成していくものであり、教師

は知的好奇心を刺激し、生徒の主体性を引き出す

役割を担うべきだと指摘。多面的・多角的な視点

で考え、判断する力を育む授業の重要性を強調し

た。また、非認知能力の育成にも触れ、自己肯定感

や自己有用感を高めることが生徒の成長に不可欠

であるとし、地域と連携しながら教育を進めるこ

とで、より充実した学びの環境を構築できると述

べた。 
 
【定野】 東京みらい中学校では、従来の学校運

営の枠にとらわれず、学年担任制を採用し、教員

が協力して生徒を多面的に支援する体制を整えて

いる。生徒の好奇心を育むことを重視し、専門学

校の学生と交流する機会を設けるなど、実践的な

学びを提供。校則や宿題、定期テストを設けず、生

徒自身が学習の必要性を感じる仕組みを整えてい

る。夏休みの宿題をなくした結果、生徒から自主

的に学習の相談が持ちかけられるようになった例

を挙げ、学びの主体性を尊重する重要性を強調し

た。また、いわゆる通知表に変わる「道しるべ」を

導入し、生徒が自分自身の成長を実感できる仕組

みを構築。学習の進捗を一歩ずつ確かめながら前

進することで、他者との比較ではなく、自身の成

長を目標にする意識を育てている。特に「待つこ

と」の重要性を強調し、教員が結論を急がず、生徒

が自分で学びの意義を見出すのを促す姿勢が求め

られると述べた。 
 
【安田】 子どもたちに「学びたいことを見つけ

る力」と、生成 AI やインターネットを「主体的に

活用し、効果的に学ぶ力」を育てたい。何のために

学ぶのかを考えさせ、挑戦する姿勢を養うことが
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重要だと考える。 
教員として、生徒の関心を把握し、授業に取り入

れる工夫をしたい。また、生徒の意見を尊重し、自

ら課題に気づけるよう対話を重ねる。定期的に授

業や学校生活に関するアンケートを実施し、より

良い授業づくりに生かしたい。 

４４．．質質疑疑応応答答①①  
【橋本（外国語学部日本語学科３年）】 
現在の教育が過去のモデルと大きく異なること

について、従来の「先生像」を打ち破るために何が

必要かを質問した。 

 
【定野】 疑問を持つこと自体を楽しむ姿勢が重

要であり、生徒が自ら探究し考える機会を持つこ

とが必要だと述べた。 
【伊達﨑】 現代の教育が知識伝達型から探究型

へ移行している点を強調し、教員自身が探究する

姿勢を持つことが求められると指摘した。 
【川瀬】 教員は子どもたちと共に学び、柔軟な

姿勢で授業を創造することが大切だと述べた。 

５５．．今今後後のの展展望望  
今後の展望として、学校、地域、大学が協力し、

子どもたちの学びや社会参画を支える方法につい

て議論が交わされた。 

【定野】 子どもは未熟な大人ではなく、現在の

大人を超える存在として成長するエンジンを持っ

ていると指摘した。教育の本質は、子どもたちが

成長し、夢や希望を持てる環境を整えることであ

り、それを実現するのは大人の責任であると強調

した。また、「子どもが大人になりたいと思える社

会を作るべきだ」という考えを示し、そのために

は大人自身が生き生きと働き、ロールモデルとな

ることが重要だと述べた。最後に、次回のシンポ

ジウムには中高生を参加させ、彼ら自身の意見を

直接聞く機会を設けることを提案した。 
【伊達﨑】 生徒の心を育てる教育を重視し、頭

ごなしの指導ではなく、生徒自身が納得しながら

成長できる環境を整えることが重要だと述べた。

学校が楽しい生活の場となるためには、生徒が尊

重されることが前提であり、ルール作りも生徒と

教員が対話を通じて決めるべきだと強調した。そ

の過程で民主主義の実践を学び、多様な意見を尊

重し合う経験が生徒の成長につながると考えてい

る。 
また、学校は多様な体験の場であるべきだとし、

経済的な状況にかかわらず、すべての生徒が体験

を通じて学べる機会を提供することが必要だと述

べた。特に、地域と連携した探究活動や部活動等

を推進し、学校と地域が相互に支え合う関係を築

くことの重要性を強調した。 
 
【川瀬】 足立区における子どもたちの意見を尊

重する取組として、昨年 10 月に開催された「あだ

ち中学生会議」を紹介。そこで生徒たちが「自分た

ちで考える授業がよい」「ICT を活用した授業がわ

かりやすい」と発言したことに触れ、教育現場が

生徒の要望を反映した授業を提供していくことの

重要性を強調した。また、明海大学との連携を高

く評価し、異文化交流会やあけみ英語村が児童・

生徒にとって「使える英語力」を育む貴重な機会

となっていると述べた。さらに、区内の大学や地

域人材とも協力し、デジタル技術の活用とリアル

な体験のバランスをとりながら、子どもたちに充

実した学習環境を提供していくことの必要性を訴

えた。 

 
【池内】 大学生として子どもたちに提供できる

価値として、多様な人と関わる機会を挙げた。あ

けみ英語村などを通じて、小学生が大学生や留学

生と交流することで、言語や文化の違いを学び、

身近な存在として大学生と接することができる点

を強調。また、教師としては子どもたちの声に寄

り添い、個性を尊重しながら成長を支える存在に

なりたいと述べた。 
 
【安田】 あけみ英語村のボランティア経験を通

じて、子どもたちが英語を楽しみながら学ぶ様子
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を実感。英語を話せることへの憧れや、海外への

興味を持つきっかけを与えられると考えている。

目指す教師像としては、生徒一人ひとりの可能性

を引き出し、やりたいことに向かって行動できる

力を育成することを重視したいと述べた。 

６６．．質質疑疑応応答答②②  
【小川（外国語学部英米語学科４年）】 子ども

たちに意見を表明する機会を与えることの重要性

を認めつつ、意見が通る経験だけでなく、通らな

かった経験も必要ではないかと指摘し、バランス

の取れた「こどもまんなか社会」の実現に必要な

要素について質問した。 

 
【定野】 議論の前に対話が必要であり、互いの

意見や立場を理解するプロセスが不足しているこ

とが不満や対立を生むと説明。また、子どもたち

は成長する存在であり、単に「まんなか」に置くの

ではなく、大人になる過程を支えることが重要だ

と述べた。 
 
【伊達﨑】 子どもの意見が必ずしも反映される

わけではなくとも、対話を通じて合意形成する場

を設けることが重要だと強調した。 
 
【川瀬】 教師が教えるべきことを教え、伴走者

として生徒を適切に導くことが必要だと述べた。

教育現場では「ティーチング」よりも「コーチン

グ」を意識し、教師が生徒を見守りながら適切な

支援を行うべきだと述べ、バランスの取れた教育

の重要性を指摘した。 

６６..ままととめめとと閉閉会会  
【山本】 質問が非常に重要なものであったこと

に言及し、質疑応答を締めくくるとともに、質問

者への拍手を促し、パネルディスカッションを終

了することを告げた。 
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教育委員会

15.0%

教員

（小学校・中学校・高等

学校・大学等）

5.0%

学生・大学院生

80.0%

マスコミ関係の方

0.0%

地域住民の方

0.0%
その他

0.0%

満足

82.5%

まあ満足

15.0%

少し不満

2.5%
不満

0.0%

満足

85.0%

まあ満足

12.5%

少し不満

2.5%
不満

0.0%

９９．．アアンンケケーートト  
◆◆所所属属をを教教ええててくくだだささいい。。  
  
  
  
  
  
  
  
· 昨年と比較すると、教員の参加の減少を、 

学生・大学院生がカバーしているかたちに 
なっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
◆◆基基調調講講演演ははいいかかががででししたたかか。。  
  
  
  
  
  
· ポジティブな意見では「教育の場で生徒、児童への 

心がけをより一層高める事ができる内容だった」 
「テーマと主旨が学生に響いていると感じた」などが、 
ネガティブな意見では「少し難しい内容であり言葉 
だけでは理解が大変だったのでスライドがあると更に 
理解が深められた」などがあった。 

 
 
 

◆◆学学生生発発表表ははいいかかががででししたたかか。。  
  
  
  
  
  
· ポジティブな意見では「成果だけでなく、 

次回以降に繋がるであろう課題も発見されている」 
「相手の立場や考えを捉えて、主体的に活動に 
取り組んでいることが非常に伝わってきた」 
「学校にとっても学生にとってもプラスになる活動 
だと再認識した」などが、 
ネガティブな意見では「質問された内容と 
回答がずれていたように感じた。理由を聞かれている 
のに対策を答えているシーンも見受けられた」 
などがあった。 

 
 

満足 66 人
まあ満足 12 人
少し不満 2 人
不満 0 人

計 80 人

満足 68 人
まあ満足 10 人
少し不満 2 人
不満 0 人

計 80 人

教育委員会 12 人

教員（小学校・中学校・高等学校・大学等） 4 人

学生・大学院生 64 人

マスコミ関係の方 0 人

地域住民の方 0 人

その他 0 人

計 80 人
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満足

82.5%

まあ満足

15.0%

少し不満

2.5%
不満

0.0%

参考になった

77.5%あまり参考に

ならなかった

0.0%

その他

0.0%

無回答

22.5%

満足

87.5%

まあ満足

12.5%

少し不満

0.0%
不満

0.0%

◆◆パパネネルルデディィススカカッッシショョンンははいいかかががででししたたかか。。 
 
 
 
 
 
· ポジティブな意見では「学生から学校現場で活躍されて 

いる校長先生、そしてそれらを支える学力推進課の方 
など幅広い方々の意見や実際に取り組まれていることを 
それぞれがとても丁寧に説明しており、とても学びに 
なる部分が多かった」「教育現場における未来への提案 
を知ることができ、将来自分が直面するであろう課題を 
深く考えることができた」などが、 
ネガティブな意見では「あまり、質問に対しての答えに 
なっていないのではないかと感じる部分が何度かあった」 
などがあった。 

 
◆◆ZZoooomm にによよるるオオンンラライインンでで参参加加ししたた方方ににおお聞聞ききししまますす。。  
映映像像やや音音声声ななどどのの配配信信ははいいかかががででししたたかか。。  
※回答数２件の為、集計表のみ掲載 
 
 
 
◆◆配配布布資資料料（（リリーーフフレレッットト））はは参参考考ににななりりままししたたででししょょううかか。。  
 
 
 
 

· 内容が分かりやすかったという趣旨の 
ポジティブな意見が多数を占める中、 
パネリストの発言の視点が明確にされて 
いるとわかりやすいという意見も 
見受けられた。 

 
 
 
 
 
 
◆◆総総合合的的にに見見てて、、本本シシンンポポジジウウムムににごご満満足足いいたただだけけままししたたかか。。  
 
 
 
 
 
次年度以降に取り扱って欲しいテーマとしては 
「国際化・多文化の教育」「生成 AI」「地域連携と探究」 
などが挙げられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 

満足 66 人
まあ満足 12 人
少し不満 2 人
不満 0 人

計 80 人

満足 1 人
まあ満足 1 人
少し不満 0 人
不満 0 人

計 2 人

参考になった 62 人
あまり参考にならなかった 0 人
その他 0 人
無回答 18 人

計 80 人

満足 70 人
まあ満足 10 人
少し不満 0 人
不満 0 人

計 80 人
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22002244 年年度度 MMEETTTTSS 事事業業参参加加学学生生一一覧覧  
  
日日本本語語指指導導支支援援（（飛飛鳥鳥高高等等学学校校））  

<全日制課程> 

応用言語学研究科博士前期課程１年 

チン ヴァン コン 

<定時制課程> 

日本語学科３年 呉 トウドン 

応用言語学研究科博士前期課程２年 田中 愛唯 

日日本本語語指指導導支支援援（（都都立立南南葛葛飾飾高高等等学学校校））  

応用言語学研究科博士後期課程２年 沈 伽迪 

応用言語学研究科博士前期課程１年 

姜 チョウ健 

日本語学科４年 竹澤  佳祐 

日本語学科３年 石橋  聡史 

日本語学科３年 古川  ゆら 

日本語学科３年 孫  瑩 超 

日本語学科３年 佐藤  千織 

日日本本語語指指導導支支援援（（都都立立竹竹台台高高等等学学校校））  

応用言語学研究科博士前期課程１年 紀 美 

明明海海大大学学ああけけみみ英英語語村村 22002244（（留留学学生生））  

英米語学科４年 キム スヨン 

英米語学科４年 コースケ キンニンエイ 

英米語学科４年 ユキ ラング 

英米語学科４年 ヘンリー マー 

英米語学科４年 ナサリー ナカガワ 

英米語学科４年 エミ― ナガキ 

英米語学科４年 コータ ナルバエス 

英米語学科４年  

クエンカ ダイアン ニコル バレンシア 

英米語学科３年 ジェシカ マンラペス 

英米語学科３年 グェン ホン ユウ 

英米語学科３年 ヴォ スァン フォン 

英米語学科２年 イズミ ホマウアス 

英米語学科２年 サイリエルミー シモマエ 

英米語学科１年 シャルチ ヒラ 

英米語学科１年 キイラ ドロスト 

英米語学科１年 ぺ ユラ 

ＨＴ学科３年 サプコタ ルペス  

明明海海大大学学ああけけみみ英英語語村村 22002244  

（（教教職職履履修修生生））  

英米語学科４年 池内  夏美 

英米語学科４年 小川 翔太郎 

英米語学科４年 小川  悠真 

英米語学科４年 折 笠  渉 

英米語学科４年 喜多  功祐 

英米語学科４年 久保田 波南 

英米語学科４年 高津  誠也 

英米語学科４年 小林  聖菜 

英米語学科４年 坂内  隆斗 

英米語学科４年 佐藤  百恵 

英米語学科４年 舘田  悠輝 

英米語学科４年 田中  星来 

英米語学科４年 田中  啓夢 

英米語学科４年 田 中  陸 

英米語学科４年 豊島  隼人 

英米語学科４年 中谷  竜生 

英米語学科４年 仲田  未羽 

英米語学科４年 原山  要佑 

英米語学科４年 藤木  貴生 

英米語学科４年 布施  名菜 

英米語学科４年 古川  湖菜 

英米語学科４年 森 岡  凜 

英米語学科４年 安田  結貴 

英米語学科４年 吉澤  阿門 

英米語学科４年 吉田  優奈 

英米語学科４年 渡辺  もも 

英米語学科４年 渡口  純加 

英米語学科３年 大坂  和希 
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英米語学科３年 大沢  和心 

英米語学科３年 大場  伊織 

英米語学科３年 齋藤  亜怜 

英米語学科３年 霜方  柚奈 

英米語学科３年 知念  咲花 

英米語学科３年 花澤  真彩 

英米語学科３年 福山  杏吏 

英米語学科３年 山本  陽輝 

英米語学科３年 芳野  友介 

足足立立区区中中学学校校異異文文化化交交流流事事業業（（扇扇中中学学校校））  

英米語学科４年 キム スヨン 

英米語学科４年 コースケ キンニンエイ 

英米語学科４年 ユキ ラング 

英米語学科４年 ヘンリー マー  

英米語学科４年 ナサリー ナカガワ 

英米語学科４年 エミ― ナガキ 

英米語学科４年 コータ ナルバエス 

英米語学科４年  

クエンカ ダイアン ニコル バレンシア 

英米語学科３年 グェン ホン ユウ 

英米語学科３年 ヴォ スァン フォン 

英米語学科２年 イズミ ホマウアス 

英米語学科２年 サイリエルミー シモマエ 

足足立立区区中中学学校校異異文文化化交交流流事事業業  

（（谷谷中中中中学学校校））  

英米語学科４年 キム スヨン 

英米語学科４年 コースケ キンニンエイ 

英米語学科４年 ユキ ラング 

英米語学科４年 ヘンリー マー  

英米語学科４年 ナサリー ナカガワ 

英米語学科４年 エミ― ナガキ 

英米語学科４年 コータ ナルバエス 

英米語学科４年  

クエンカ ダイアン ニコル バレンシア 

英米語学科３年 ジェシカ マンラペス 

英米語学科３年 グェン ホン ユウ 

英米語学科３年 ヴォ スァン フォン 

英米語学科２年 イズミ ホマウアス 

英米語学科２年 サイリエルミー シモマエ 

英米語学科１年 シャルチ ヒラ 

英米語学科１年 キイラ ドロスト 

英米語学科１年 ぺ ユラ 

足足立立区区中中学学校校異異文文化化交交流流事事業業  

（（花花畑畑中中学学校校））  

英米語学科４年 キム スヨン 

英米語学科４年 コースケ キンニンエイ 

英米語学科４年 ユキ ラング 

英米語学科４年 ヘンリー マー  

英米語学科４年 ナサリー ナカガワ 

英米語学科４年 エミ― ナガキ 

英米語学科４年 コータ ナルバエス 

英米語学科４年  

クエンカ ダイアン ニコル バレンシア 

英米語学科３年 ジェシカ マンラペス 

英米語学科３年 グェン ホン ユウ 

英米語学科３年 ヴォ スァン フォン 

英米語学科２年 イズミ ホマウアス 

英米語学科２年 サイリエルミー シモマエ 

英米語学科１年 シャルチ ヒラ 

英米語学科１年 キイラ ドロスト 

英米語学科１年 ぺ ユラ  

足足立立区区中中学学校校異異文文化化交交流流事事業業  

（（栗栗島島中中学学校校））  

英米語学科４年 ヘンリー マー 

英米語学科４年 コータ ナルバエス 

英米語学科４年 

クエンカ ダイアン ニコル バレンシア 

英米語学科３年 ジェシカ マンラペス 

英米語学科３年 ヴォ スァン フォン 

英米語学科２年 イズミ ホマウアス 
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大大学学生生とと話話そそうう会会 22002244（（教教職職履履修修生生））  

日本語学科３年 伊藤  彩花 

日本語学科３年 江尻  智佳 

日本語学科３年 齋藤  詩恩 

日本語学科３年 仲田  光志 

日本語学科３年 橋本  義晴 

日本語学科３年 比嘉  彩夏 

英米語学科３年 大沢  和心 

英米語学科３年 知念  咲花 

英米語学科２年 大塚  翼夢 

英米語学科２年 小泉  優斗 

英米語学科２年 和田  航英 

大大学学生生とと話話そそうう会会 22002244（（留留学学生生）） 

経済学科４年 宿  愛 敏 

経済学科３年 レー ティ テム 

経済学科１年 カン 媛媛 

経済学科１年 劉  埔 鑠 

経済学科１年 劉  心 語 

経済学科１年 王  奕 琳 

経済学科１年 ロ ウ  イ 

経済学科１年 単  恩 慧 

経済学科１年 宋  嘉 蕾 

経済学科１年 ファム ザー フイ 

経済学科１年 グエン スアン ソン 

中国語学科２年 チャン ティ フォン ブオイ 

日本語学科４年 グエン ティ マイ 

日本語学科１年 ソウ 羽セイ 

都都立立田田柄柄高高校校異異文文化化交交流流会会  

日本語学科１年 ゴティ ダイ チャン 

英米語学科４年 

クエンカ ダイアン ニコル バレンシア 

英米語学科３年 ゾリヴォ スァン フォン 

経済学科２年 リグトバータル ブヤナバダラハ 

経済学科１年 ボルドスフ ミシェール 

経済学科１年 グェンティ フォン ホン 

経済学科１年 ファム ティ フック 

ＨＴ学科１年 チャン トウイ ミン ヒエン 

浦浦安安市市小小学学校校英英語語支支援援  

英米語学科４年 池内  夏美 

英米語学科４年 小川翔太郎 

英米語学科４年 小川  悠真 

英米語学科４年 高木  由紀 

英米語学科４年 冨樫美智雄 

英米語学科４年 仲田  未羽 

英米語学科４年 森 岡  凜 

英米語学科４年 安田  結貴 

英米語学科４年 吉澤  阿門 

英米語学科３年 小松  由芙 

英米語学科３年 霜方  柚奈 

英米語学科３年 知念  咲花 

英米語学科３年 花澤  真彩 

浦浦安安市市小小中中学学校校校校務務支支援援  

日本語学科２年 今 津  翔 

浦浦安安市市未未来来塾塾  

日本語学科３年 江尻  智佳 

日本語学科３年 小林  采和 

英米語学科４年 喜多  巧祐 

英米語学科４年 仲田  未羽 

英米語学科４年 布施  名菜 

英米語学科４年 渡辺  もも 

浦浦安安市市明明海海小小児児童童育育成成ククララブブ  

日本語学科３年 瓜田  謙心 

日本語学科３年 早乙女 愛菜 

日本語学科３年 比嘉  彩夏 

日本語学科３年 三島  茉姫 

日本語学科２年 寳木原 和心 

英英語語部部活活動動支支援援（（江江戸戸川川区区立立篠篠崎崎中中学学校校）） 

英米語学科４年 小川 翔太郎 
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英米語学科４年 吉澤  阿門 

足足立立区区民民対対象象生生涯涯学学習習講講座座((英英語語))  

英米語学科４年 冨樫美智雄 

英米語学科３年 霜方  柚奈 

英米語学科３年 知念  咲花 

英米語学科３年 花澤  真彩 

英米語学科２年 嶋崎意住美 

英英語語ママススタターー講講座座成成果果発発表表会会  

英米語学科４年 高木  由紀 

英米語学科４年 小川 翔太郎 

英米語学科４年 池内  夏美 

英米語学科３年 大沢  和心 

英米語学科３年 大場  伊織 

英米語学科３年 霜方  柚奈 

英米語学科３年 知念  咲花 

英米語学科３年 花澤  真彩 

英米語学科２年 嶋崎意住美 

英米語学科２年 

シモマエ サイリエル ミー ピニオン 

英米語学科２年 和田 航英 

校校内内寺寺子子屋屋（（葛葛西西南南高高校校））  

英米語学科１年 阿部  未鈴 

英米語学科１年 大西  萌衣 

英米語学科１年 上原  慎平 

英米語学科１年 佐藤  咲綺 

明明海海大大学学・・朝朝日日大大学学共共催催  

英英語語授授業業改改革革セセミミナナーー  

英米語学科４年 池内  夏美 

英米語学科４年 小川翔太郎 

英米語学科４年 折笠   渉 

英米語学科４年 喜多  功祐 

英米語学科４年 高木  由紀 

英米語学科４年 舘田  悠輝 

英米語学科４年 田中  星来 

英米語学科４年 冨樫美智雄 

英米語学科４年 仲田  未羽 

英米語学科４年 布施  名菜 

英米語学科４年 古川  湖菜 

英米語学科４年 安田  結貴 

英米語学科４年 吉田  優奈 

英米語学科４年 渡辺  渚稀 

英米語学科３年 霜方  柚奈 

英米語学科３年 知念  咲花 

英米語学科３年 花澤  真彩 
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